
































オットー・シュテーリン（Otto Stählin，1868 － 1949）の校訂になる校訂版
テキスト（Stromata Buch I-VI / Clemens Alexandrinus ; herausgegeben im 
Auftrage der Kirchenväter-Commission der Königl. Preussischen Akademie 
der Wissenschaften von Leipzig : Hinrichs, 1906；Die Griechischen christlichen 
Schriftsteller der ersten drei Jahrhunderte, Bd. 2）の価値はきわめて大きいと言
わねばならない．この GCS 版は，その後 Ludvig Früchtel（1897 － 1963）お








近代語訳としては，イタリア語訳（Clemente Alessandrino, Gli Stromati: 
Note di vera filosofia, Introduzione, traduzione e note di Giovanni Pini, Milano 
1985），スペイン語訳（Clemente de Alejandría, Stromata I: Cultura y Religión, 
Introducción, traducción y notas de Marcelo Merino Rodríguez, Madrid 1996），お
よび英訳（Clement of Alexandria: Stromateis, Books One to Three, translated by 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































この上述の人物がモーセを継承したのは 27 歳のときであった（ﾖｼｭｱ 24,29）．4）
その後ヘブライ人たちは過ちを犯し，メソポタミアの王クシャン・リシュアタ
















精鋭兵を募り（士師 7,6），12 万人のミディアン人たちを滅ぼし，40 年間にわ






ンが 7 年間，それからゼブルンの人エロンが 8 年間，その後エフライムの人ア































ヨシュアからダビデまでの 450 年に，モーセが将軍を務めていた 40 年間，お
よびヘブライ人によるエジプトからの脱出の前にモーセが経た 80 年間を数え
併せ，さらにダビデの王位期間である 40 年間を加えるならば，全体で年数は
610 年になる．114.1）だが，ダビデの死に至るまでの 523 年と 7 ヶ月に，モー
セの 120 年間，およびソロモンの 40 年間を加えるならば，われわれによる年
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代記はさらに正確に進むことになる．すなわちソロモンの死まで，年数の総体









3 年間治めた．その後同様にして，アビヤムの子アサが 41 年間王位にあった．
彼は老いて通風を病んだ．彼の時代に，ハナニの子イエフが預言者活動をおこ
なった（列王上 16,1 以下）．その後，アサの子ヨシャファトが王となり，25 年
間治めた．彼の時代に，ティシュベ人のエリヤ（列王上 17 以下），イムラの子



























































及んだ（列王下 16,2）．この王による治世の第 15 年目に，イスラエルがバビロ
ンに捕囚され，アッシリア人の王シャルマナサルが，サマリアにいた人々をメ
ディアとバビロンに強制移住させた（列王下 17,5 － 6）．2）次いでこのアハズ












ナセの子であるアモンが 2 年間王として治め（列王下 21,19），彼の後，その子
で律法に最も忠実なヨシヤが 31 年間にわたって王であった（列王下 22,1）．こ
のヨシヤは，『レビ記』に記されているとおり，人間の死体を偶像の死体の上



















972 年，正確な年代計算に従えば 1085 年と 6 ヶ月と 10 日である．一方，ダビ
デの王制からバビロニア人による捕囚までの年数は 452 年と 6 ヶ月，一方われ









は預言者活動をおこない，ゼデキヤの王制の第 5 年目に 17，バビロンにおいて
エゼキエルが預言を行った．その後預言者ナホム，そしてダニエル，またその
後ハガイとゼカリヤは，ダレイオス１世の治世（前 522 － 486）に 2 年間，そ
の後，12 小預言者の一人であるマラキが預言した．123.1）ハガイとゼカリヤ
の後，アルタクセルクセス王（１世；在位前 465 － 424）の筆頭献酌官（ﾈﾍﾐ
ﾔ 1,11）であったネヘミヤ，すなわちイスラエル人ハカルヤの子が（ﾈﾍﾐﾔ 1,1），
エルサレムの町を建設し，神殿を修復した．2）この捕囚民の中には，エステ
ルとマルドカイも含まれていた（ｷﾞﾘｼｱ語ｴｽﾃﾙ記 A1 － 3）．『マカバイ記』は
この人物の書として伝えられている．3）この捕囚の期間中，偶像に仕えるこ
とを欲しなかったミシャエル，ハナンヤ，そしてアザルヤは，火の炉のうちに















年と 6 ヶ月と 10 日であり，しかるにダビデの王制からの年は，ある人々によ
































カドネザル王（2 世，604 － 562）の下でバビロンへの捕囚が行われた．この
王がアッシリア人の王となってから 7 年目のことであった．一方エジプト人に
対してはワフレウス（アプリエス，588 － 568）が王となって 2 年目，フィリッ
ポスがアテナイのアルコンの年，オリュンピア紀第 48 期の第 1 年目のことで









30 年間，カンビュセスが 19 年間，ダレイオスが 46 年間，クセルクセスが 26
年間，アルタクセルクセスが 41 年間，ダレイオスが 8 年間，アルタクセルク





の子プトレマイオスは 40 年間，プトレマイオス・フィラデルフォスが 27 年間，
しかる後，プトレマイオス・エウエルゲテスが 25 年間，その後プトレマイオ
ス・フィロパトルが 17 年間，彼の後を継いでプトレマイオス・エピファネス





21 年間王位にあり，彼女の後，クレオパトラの子供たちによる王制が 18 日間
続いた 18．2）かくしてマケドニアの王たちの年数は，同様の方法で，312 年
と 18 日間であった．3）したがってヒュスタスペスの子のダレイオスの時期，
彼の王制の第 2 年目に預言していたハガイとゼカリヤ，および 12 小預言者の














































































































































ｲｽ』1.103 を参照），４世代を数えることになる．これは３世代を 100 年と換算
してのことである．5）また洪水からイダ山の炎上，鉄の発見，「イダイオイ・




15 年ということになる．ペルセウスの遠征からトロイアの創建までは 34 年で
ある．そこからアルゴ号の遠征までは 64 年である．2）ここからテセウスとミ






ニウムの創建までは 10 年，アスカニウスの統治まで 8 年，そしてヘラクレス
の裔の帰還までは 61 年，イフィトスのためのオリュンピア競技祭の創設まで
は 338 年である 22．
　138.1）さてエラトステネスは，年代を次のように算定している．まずトロ
イアの陥落からヘラクレスの後裔たちの帰還までが 80 年，そこからイオニア
の創建までが 60 年，それ以降のことに関しては，まずリュクルゴス 23 による
改革までが 159 年，2）第１オリュンピア紀の最初の年（前 776）までが 108 年，
このオリュンピア紀からクセルクセスによる来寇（前 479）までが 297 年，こ
こからペロポネソス戦争の開始（前 431）までは 48 年，3）アテナイの陥落と
降伏（前 404）までは 27 年，さらにレウクトラの戦（前 371）24 までは 34 年，
その後，フィリッポスの死（前 336）までは 35 年である．この後，アレクサ
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ンドロスの死没（前 323）までは 12 年である．
　4）さて，第１オリュンピア紀からローマの創建（前 753）までは 24 年にな
ると何人かの人々は言っている．そこから王制の廃止と執政官（hypatoi）の
創設（前 509）まで 243 年 25，王制の廃止からアレクサンドロスの死（前 323）
まで 186 年である．139.1）ここからアウグストゥスの勝利，すなわちアント
ニウスがアレクサンドリアにて自刃したとき（前 30）まで 294 年であり，こ
のときアウグストゥスは四度目の執政官となる．2）この時からドミティアヌ
ス帝がローマに競技祭を創建するまで 114 年であり，この最初の競技祭からコ
ンモドゥス帝の死（後 192）まで 111 年である．
　3）さて，ケクロプスの時代からマケドニア王アレクサンドロスの時代まで，
総計すると 1228 年 26，デモフォンから数えると 1250 年である．またトロイア
の陥落からヘラクレスの後裔たちによる帰還まで，120 年もしくは 180 年であ
る．4）ここからエウアイネトスがアルコンであった年（この年にアレクサン
ドロスがアシアに渡ったと言われているが 27）までは，ファニアスによれば
715 年，エフォロスによれば 735 年，ティマイオスとクレイタルコスによれば








ムから洪水までは 2148 年と 4 日である．次いでセムからアブラハムまでは，
1250 年である．またイサァクから土地の分割までは，616 年である．3）次い
で士師の時代からサムエルまでは 463 年と 7 ヶ月である．4）そして士師以降，
諸王の年数は 572 年 6 ヶ月と 10 日である．5）この時代以降，ペルシア王制の
時代は 235 年であり，その後マケドニアの王制があり，アントニウスの没年ま
で 312 年と 18 日である 30．6）その後ローマの帝政がコンモドゥスの死没まで
222 年間存続する．7）遡ると，捕囚期の 70 年と民の祖国の地への帰還 31 から，
ウェスパスィアヌス帝による捕囚の開始（後 70）まで，410 年が算定される．




著作の中で，ユダ族・ベニヤミン族・レビ族はセンナケリブ（前 706 － 681）
によっては捕囚を被らず（前 701），かの捕囚（前 721）から，ネブカドネザル
（前 605 － 562）がエルサレムからおこなった最後の捕囚（586）まで，128 年 6 ヶ
月であると述べている．2）したがって，10 部族がサマリアから捕囚の民となっ
た年から，プトレマイオス 4世（前 222－ 205）まで 573年 9ヶ月となる 32．一方，













































スが 43 年間，ティベリウスが 22 年間，ガイウス（・カリグラ）が４年間，ク
ラウディウスが 14 年間，ネロが 14 年間，ガルバが 1 年間，ウェスパシアヌス
が 10 年間，ティトゥスが 3 年間，ドミティアヌスが 15 年間，ネルウァが 1 年
間，トラヤヌスが 19 年間，ハドリアヌスが 19 年間，アントニヌス（・ピウス）
が 21 年間，さらに同じように（マルクス・アウレリウス・）アントニヌスと
コンモドゥスが 32 年間である．3）かくしてアウグストゥスからコンモドゥス
までが 222 年，アダムからコンモドゥスの死までが 5784 年 2 ヶ月と 12 日であ
る．4）しかしながら，ある人々はローマ皇帝の年代を次のように算定してい
る．ガイウス・ユリウス・カエサルが 3 年 4 ヶ月と 5 日，彼の後アウグストゥ
スが 46 年 4 ヶ月と 1 日．その後ティベリウスが 26 年 6 ヶ月と 19 日，彼を継
いだのがガイウス・カエサルで 3 年 10 ヶ月と 8 日，それを継いだのがクラウ
ディウスで 13 年 8 ヶ月 28 日，ネロは 13 年 8 ヶ月と 28 日，ガルバは 7 ヶ月と
6 日，オトは 5 ヶ月と 1 日，ウィテッリウスは 7 ヶ月と 1 日，ウェスパシアヌ
スは 11 年 11 ヶ月と 22 日，ティトゥスは 2 年 2 ヶ月，ドミティアヌスは 15 年
8ヶ月と 5日，ネルウァは 1年 4ヶ月と 10日，トラヤヌスは 19年 7ヶ月と 15日，
ハドリアヌスは 20 年 10 ヶ月と 28 日，アントニヌスは 22 年 3 ヶ月と 7 日，マ
ルクス・アウレリウス・アントニヌスは 19 年と 11 日，コンモドゥスが 12 年 9 ヶ
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月と 14 日である．5）かくしてユリウス・カエサルからコンモドゥス（在 180
－ 192）の死まで 236 年 6 ヶ月である 34．したがってローマを建立したロムル









主の恵みの 1 年を告げ知らせるためにわたしを遣わされた＞（ﾙｶ 4,19；ｲｻﾞﾔ
61,1）．このことに関しては，預言者も福音書もどちらも記している．4）した
がって，ティベリウス帝の 15 年間とアウグストゥス帝の 15 年間，以上でイエ
スが受難を経験するまでの 30 年間が満ちることになる．5）イエスが受難を経
た後，エルサレムの破壊が起こるまでの年数は，42 年と 3 ヶ月である．さらに，
エルサレムの破壊からコンモドゥス帝の死までは 128 年 10 ヶ月と 3 日である．
こういうわけで，主が誕生されてからコンモドゥス帝の死まで，年数を総計す
ると 194 年 1 ヶ月と 13 日となる．6）しかるにわれわれの救い主の誕生に関し
てさらに精確を究める人々は，その年号ばかりでなく，その日付までも算出し，
それはアウグストゥス帝の第 28 年パコン月の第 25 日であるとしている．
　146.1）しかるにバシレイデス派の者どもは，キリストの受洗の日をも，前
晩から朗読のために夜を費やして祝している．2）ある者によれば，これはティ
ベリウス帝の治世第 15 年目，テュビ月（※ｴｼﾞﾌﾟﾄの月名；以下同様）15 日の
ことであったと言い，また他の者によれば，その同じ月の 11 日であったと言う．
3）一方主の受難を正確に算定する人々のうちある者は，これをティベリウス
帝の治世第 16 年目，ファメノト月の 25 日だとし，また別の者はファルムティ





スパシアヌスの年が 7 年 7 ヶ月，というのもオト，ガルバ，ウィテッリウスの
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回に及んで，聖所はあるべき状態に戻る＞（ﾀﾞﾆｴﾙ 8,13 － 14）．9）つまりこの
「2300 日」とは，6 年 4 ヶ月であり，そのうちの半分をネロが王として占め，7
年の半分ということになる．一方，残りの半分はオト，ガルバ，ウィテッリウ
スとウェスパシアヌスが占める．10）それゆえダニエルはこう述べている．＜








からウェスパシアヌスの 2 年目までを 1179 年とする．3）かくしてモーセから
アントニヌスの 10 年目までは，全体で 1933 年となる．4）一方ほかに，イナ
コスとモーセからコンモドゥス帝の死までを計算した人々のうち，ある人々は
これが 2942 年だと言い，別の人々は 2821 年だと言っている．5）しかるに『マ
タイによる福音書』の中で，アブラハムから，主の母マリアまでの系譜が辿ら
れており（ﾏﾀｲ 1,17），＜アブラハムからダビデまで 14 代，ダビデからバビロ
ンへの移住まで 14 代，バビロンへ移されてからキリストまでが同様に 14 代＞





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































語研究　文藝篇』57, 1 － 82, 2010.3，「アレクサンドリアのクレメンス『パイダ
ゴーゴス』（『訓導者』）第１巻─全訳─」，同『文藝言語研究　文藝篇』59, 1 －
62, 2011.3，「アレクサンドリアのクレメンス『パイダゴーゴス』（『訓導者』）第
２巻─全訳─」，同『文藝言語研究　言語篇』59, 1 － 74, 2011.3，「アレクサンド
リアのクレメンス『パイダゴーゴス』（『訓導者』）第３巻─全訳─」，筑波大学
大学院人文社会科学研究科古典古代学研究室刊『古典古代学』第３号 , 25 － 76, 
2011.3．
2  「アレクサンドリアのクレメンス『ストロマテイス』（『綴織』）第 2 巻　─全訳
─」，筑波大学大学院人文社会系文芸・言語専攻紀要『文藝言語研究　言語篇』
63, 2013.3 刊行予定．




6  前 304 年，パタリプトラに派遣される．ニカトルとはセレウコス 1 世のこと（在




































21 前 581 年，コリントスの神話的な開祖シシュフォスが，甥にあたるメリケルテス・
パライモンの水死を弔うべく始めた祭りで，ポセイドン海神に捧げられる．









27 アレクサンドロスが東征に出発したのは前 334 年のことである．
28 アレクサンドロスの没年は前 323 年である．









31 捕囚からの帰還として，前 359 － 338 年在位のアルタクセルクセス 3 世当時を
想定しているようである．現在では『エズラ記』に見られる帰還と神殿再建の
記事（ｴｽﾞﾗ 7 参照）を，アルタクセルクセス 1 世（前 464 － 424）ないしアルタ




33 これはプトレマイオス 7 世エウエルゲテス 2 世（在位；前 145 － 117）のことを
指すものと思われる．




35 トラシュブロス（前 448 ？－ 388）は，ペロポンネソス戦争（前 431 － 404）に
よる敗戦国アテナイに跋扈した三十人政治体制，すなわち専制的恐怖政権を打
倒し，アテナイに民主政を復活させた立役者（ﾊﾟｳｻﾆｱｽ『ｷﾞﾘｼｱ案内記』1.29.3）．
36 ムニキアは，ペイライエウス半島の東南岸．
